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「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
は

連
携
の
〈
役
割
〉
視
点
で
考
え
よ
」

1
国
際
リ
ゾ
ー
ト
化
が
進
む

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
現
在

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
観
光
目
的
地
）
は

変
わ
り
続
け
な
け
れ
ば
飽
き
ら
れ
る
。
観
光
地
・

小
樽
も
同
様
だ
。
今
回
は
小
樽
観
光
を
ど
の
よ

う
に
変
革
さ
せ
る
べ
き
か
、
国
際
的
リ
ゾ
ー
ト

に
進
化
し
て
い
る
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
を
見
据
え
な

が
ら
整
理
し
よ
う
。

倶
知
安
町
と
ニ
セ
コ
町
に
ま
た
が
る
ニ
セ
コ

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
に
あ
る
四
つ
の
ス
キ
l
場
の
う

ち
、
二
つ
は
外
資
で
あ
る
。
東
山
地
区
で
は
マ

レ
ー
シ
ア
資
本
の
Y
T
L
コ
l
ポ
レ
l
シ
ヨ
ン

が
所
有
す
る
ホ
テ
ル
を
ヒ
ル
ト
ン
が
運
営
し
、

国
際
的
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
名
乗
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
2
0
2
0
年
に
は
リ
ツ
ツ
・
カ
ー
ル
ト

ン
も
開
業
す
る
。
花
園
地
区
で
は
香
港
資
本
の

P
C
P
D
の
開
発
で
ハ
イ
ア
ッ
ト
ホ
テ
ル
ズ
ア

ン
ド
リ
ゾ
l
ツ
が
運
営
す
る
パ
l
ク
ハ
イ
ア
ツ

ト
が
2
0
1
9
年
に
開
業
す
る
。

ニ
セ
コ
の
ス
キ
I
場
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

や
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
か
ら
や
っ
て
き

た
観
光
客
で
あ
ふ
れ
、
リ
フ
ト
や
売
店
、
レ
ス

ト
ラ
ン
で
働
く
従
業
員
に
も
外
国
人
が
多
い
。

高
級
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
だ
け
で
な
く
カ
プ
セ
ル

ホ
テ
ル
な
ど
の
安
宿
の
開
業
に
も
外
資
が
関
わ

る
こ
と
が
増
え
て
お
り
、
客
層
の
裾
野
は
広
い
。

団
体
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
多
い
札
幌
や
小

樽
と
は
全
く
異
な
る
観
光
形
態
が
ニ
セ
コ
に
定

着
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

2
外
資
導
入
の
意
義
は
イ
ン
フ
ラ

充
実
と
ノ
ウ
ハ
ウ
導
入

観
光
開
発
に
外
資
の
導
入
は
二
つ
の
点
で
欠

か
せ
な
い
。

第
一
に
、
観
光
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
る
点
で
あ

一
る
。
海
外
か
ら
の
観
光
客
が
安
心
し
て
宿
泊
や

．
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
め
る
よ
う
に
整
備
す
る
に
は

外
資
を
導
入
し
た
ほ
う
が
効
率
が
よ
い
。
よ
っ

て
、
日
本
に
カ
ジ
ノ
等
の
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
I

R
）
を
新
設
す
る
に
は
外
資
導
入
が
現
実
的
だ
。

一
も
ち
ろ
ん
、
国
際
、
ブ
ラ
ン
ド
の
ホ
テ
ル
の
立
地

．
は
、
国
際
レ
ベ
ル
の
観
光
地
で
あ
る
こ
と
を
潜

在
顧
客
に
直
感
的
に
示
す
効
果
も
あ
る
。

第
二
に
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
シ

一
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
点
で
あ
る
。
ニ
セ
コ
の
夏

一
の
魅
力
を
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
観
光
ア
ク

テ
ィ
ピ
テ
ィ
で
高
め
た
の
は
こ
の
地
に
移
り
住

一
ん
だ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
象

徴
的
で
あ
る
。

ま
た
、
国
際
的
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
は
ホ
テ

ル
・
レ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
予
約
シ
ス
テ
ム
網

．
を
持
っ
て
お
り
、
立
地
す
る
デ
ス
テ
イ
ネ
l

シ
ヨ
ン
を
間
接
的
に
P
R
し
て
く
れ
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
O

一
T
A
）
が
台
頭
し
て
も
、
デ
ス
テ
イ
ネ
l
シ
ヨ

ン
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
外
資
の
存
在
は
、
地
域

に
と
っ
て
心
強
い
。

た
だ
し
、
観
光
開
発
に
外
資
が
欠
か
せ
な
い

．
と
は
言
え
、
段
階
的
に
地
域
独
自
色
を
織
り
交

国
立
大
学
法
人
小
樽
商
科
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

准

教

授

内

純

－
ぜ
て
い
く
こ
と
も
重
要
た
。

一
3
地
域
独
自
の
資
源
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
で
差
別
化
す
る

例
え
ば
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
セ
ン
ト

I
サ
島

一
は
、
カ
ジ
ノ
の
ほ
か
に
米
国
資
本
の
テ
l
マ

パ
ー
ク
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
を
擁
す

る
標
準
化
さ
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
が
、
島
の

西
側
が
シ
ロ
ソ
砦
〈
第
二
次
大
戦
中
に
イ
ギ
リ

一
ス
軍
が
日
本
軍
に
抵
抗
し
て
立
て
こ
も
っ
た

一
砦
）
と
し
て
開
発
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史

．
を
振
り
返
る
戦
争
遺
跡
に
な
っ
て
い
る
。
自
国

の
歴
史
を
象
徴
的
に
ア
イ
コ
ン
化
す
る
施
設
を

I
R
に
隣
接
さ
せ
れ
ば
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
内
外
に
示
す
効
果
は
高
ま
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
外
資
だ
か
ら
地
域
色
が
出
せ
な
い
こ

．
と
も
な
く
、
同
国
の
マ
リ
l
ナ
ベ
イ
・
サ
ン
ズ

…
は
米
国
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
・
サ
ン
ズ
が
運
営
す
る

I
Rだ
が
、
今
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
新
た
な
ア

一
イ
コ
ン
で
あ
る
。

国
際
標
準
だ
け
で
勝
負
す
れ
ば
、
世
界
と
競

…
い
合
う
必
要
が
あ
る
が
、
地
域
資
源
な
ら
ば
差

一
別
化
し
や
す
い
。

ま
た
、
地
域
資
源
が
観
光
に
活
用
さ
れ
る
過

一
程
で
、
そ
の
価
値
が
広
く
内
外
に
伝
搬
す
れ
ば
、

一
住
民
の
意
識
や
行
政
・
産
業
の
ベ
ク
ト
ル
が
総

合
さ
れ
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
統
一

一
し
や
す
い
は
ず
で
あ
る
。

そ
う
し
た
観
点
か
ら
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
を
再
評

田

価
す
る
と
、
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
l
以
外
の
地
域
資

源
を
観
光
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
十
分
で
は
な

い
し
、
統
一
的
な
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

保
有
し
に
く
い
状
況
だ
。

伝
統
的
な
建
造
物
や
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
を
擁
す

．
る
小
樽
と
国
際
的
リ
ゾ
ー
ト
の
ニ
セ
コ
と
が
広

．
域
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
れ
ば
、
新
た
な

一
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
が
可
能
に
な
る
。

小
樽
に
い
ま
必
要
な
の
は
、
観
光
客
に
と
っ

て
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
視
点
か
ら

．
小
樽
の
「
役
割
」
を
考
え
る
こ
と
だ
。

北
海
道
新
幹
線
の
倶
知
安
駅
・
新
小
樽
駅
間

一
業
時
ま
で
に
、
後
志
と
し
て
デ
ス
テ
イ
ネ
l
シ
ヨ

．
ン
化
で
き
れ
ば
、
ニ
セ
コ
の
リ
ゾ
ー
ト
客
に
小
樽

一
を
素
通
り
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
最
小
化
で
き
る
。
小

．
樽
に
は
ニ
セ
コ
に
な
い
郷
土
色
が
あ
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
札
幌
圏
を
メ
イ
ン
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
す
る
客
層

（
と
く
に
初
来
道
客
）
に

．
対
し
て
は
、
独
自
の
歴
史
や
文
化
の
魅
力
を
持

一
つ
小
樽
と
、
道
都
・
札
幌
と
を
セ
ッ
ト
で
捉
え

．
さ
せ
る
コ

一都
物
語
」
的
な
役
割
を
中
国
観
光

に
お
け
る
蘇
州
と
上
海
の
関
係
の
よ
う
に
際
立

．
た
せ
る
こ
と
も
有
効
だ
。

連
携
戦
略
を
役
割
で
使
い
こ
な
す
こ
と
が
、

一
今
後
の
小
樽
観
光
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
要

．
素
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

4
今
後
の
小
樽
に
お
け
る

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
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